
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 6年度 

三股町立学校給食センター     

【食
しょく

材
ざ い

 小
しょう

学
が く

生
せ い

４人
に ん

分
ぶ ん

の分
ぶ ん

量
りょう

】 

・とりもも肉
に く

   ８０ｇ 

・とりむね肉
に く

   ８０ｇ 

・小
こ

麦
むぎ

粉
こ

、でんぷん 適
てき

量
りょう

 

・ゴーヤ     １/５本
ほん

 

・さつまいも  １２０ｇ 

・むきえだまめ  ４０ｇ 『鶏
と り

肉
に く

とゴーヤの揚
あ

げ煮
に

』 

【給食
きゅうしょく

のつくりかた】 

１ ゴーヤはたて半
はん

分
ぶん

に切
き

り、わたを取
と

って半
はん

月
げつ

切
ぎ

りにする。さつま

いもはサイコロ切
ぎ

りにする。 

２ 揚
あ

げ油
あぶら

でゴーヤとさつまいもをそれぞれ素
す

揚
あ

げする。 

とり肉
に く

は小
こ

麦
むぎ

粉
こ

とでんぷんを混
ま

ぜた粉
こ な

をつけて揚
あ

げる。 

３ 鍋
なべ

にAの調
ちょう

味
み

料
りょう

とむきえだまめを入
い

れてひと煮
に

立
だ

ちさせ、２を

入
い

れてからめたら出
で

来
き

上
あ

がりです。 

給
きゅう

食
しょく

では宮
みや

崎
ざ き

県
けん

産
さ ん

の鶏
と り

肉
に く

とゴーヤを使
つか

います！ 

苦
にが

手
て

なゴーヤもおいしく

食
た

べられる一
い っ

品
ぴん

です。 

（６月 1７日の給食） 

・さとう        大
おお

さじ１ 

・はちみつ     小
こ

さじ１ 

・みりん       小
こ

さじ１ 

・うす口しょうゆ  小
こ

さじ２ 

・こい口しょうゆ  小
こ

さじ 1/2 

 揚
あ

げ油
あぶら

  適
てき

量
りょう

 

Ａ 

あじさいの花
はな

がきれいに咲
さ

きほこる梅
つ

雨
ゆ

の季
き

節
せつ

です。これから夏
なつ

にかけて気
き

温
おん

が高
たか

くなり、ジメジ

メと過
す

ごしにくい日
ひ

が続
つづ

きます。夏
なつ

にむけて朝
あさ

・昼
ひる

・夕
ゆう

の食
しょく

事
じ

をしっかり食
た

べて体
たい

調
ちょう

をととのえま

しょう。また、この時
じ

期
き

は気
き

温
おん

と湿
しつ

度
ど

が高
たか

くなり、細
さい

菌
きん

やカビなどが元
げん

気
き

に活
かつ

動
どう

するため、 食
しょく

中
ちゅう

毒
どく

など衛
えい

生
せい

面
めん

に気
き

をつけなくてはいけません。トイレの後
あと

、 食
しょく

事
じ

の前
まえ

などは特
とく

に 

しっかり手
て

洗
あら

いするようにしましょう。 

 食
た

べることはごく当
あ

たり前
まえ

のことで、「かんで飲
の

み込
こ

む」という動
どう

作
さ

を意
い

識
しき

しながら食
た

べている人
ひと

はあまりい

ないかもしれません。ですが、食
た

べ物
もの

の形
けい

状
じょう

によっては、よくかまずに飲
の

み込
こ

んでしまうと窒
ちっ

息
そく

する危
き

険
けん

性
せい

があ

ります。給
きゅう

食
しょく

を安
あん

全
ぜん

においしく食
た

べるために、以
い

下
か

のことに気
き

をつけましょう。 

歯
は

の生
は

えかわりでよくかめない人
ひと

は、 

箸
はし

やスプーンで小
ちい

さくしたり、パンは一
ひと

口
く ち

大
だい

にちぎって食
た

べたり、口
く ち

に詰
つ

め込
こ

み過
す

ぎないよ

うにするなど、特
と く

に気
き

をつけて食
た

べ 

るようにしましょう。 

「人
じん

生
せい

100年
ねん

時
じ

代
だい

」といわれるようになり

ました。生
しょう

涯
がい

にわたって、心
し ん

身
し ん

ともに健
けん

康
こ う

で

生
い

き生
い

きと暮
く

らしていくために、あらゆる世
せ

 

代
だい

の人
ひと

が「食
た

べる力
ちから

」を身
み

につける必
ひつ

要
よう

があります。特
と く

に、子
こ

どもたちの「食
た

べる力
ちから

」を育
はぐく

むためには、

家
か

庭
てい

・学
がっ

校
こ う

・地
ち

域
いき

が連
れん

携
けい

し、推
すい

進
し ん

していくことが大
たい

切
せつ

です。 


